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・路肩幅員の特例値採用により橋梁幅がＷ＝2 0 . 0 mから 1 5 . 0 m 。

５．コスト縮減

見直し前（事業採択時）

Ｗ＝20.0m

Ｗ＝15.0m

見直し後（現在）

橋面積＝20.0×75.0＝1,500（㎡）

橋面積＝15.0×73.0＝1,095（㎡）

5.0m
縮減

道路構造令（S58年版）の標準横断構成を採用
車道 路肩 歩道 全幅

3.25m 2.25m 4.5m 20m
都市部A地域
幹線道路

道路構造令（H16年版）の横断面の基準を採用
車道 路肩 歩道 全幅

3.25m 0.75m 3.5m 15m
第4種第1級

CL

CL

（１）橋梁幅の見直し

10



見直し前（事業採択時）

見直し後（現在）

路床：山砂置換（1ｍ）
⇒山砂購入費、置換費、捨土運搬費

路床：石灰安定処理（59cm）
⇒石灰購入費、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ混合費

石灰混合処理方法の採用によりコストを縮減！

●1m分の置換土が必要（コスト縮減要素なし）
●置換により発生する捨土の運搬費用が必要

●必要強度を発揮する改良厚に設定可能（コスト縮減要素あり）
●現場改良なので捨土の運搬費用が不要
●経済的な舗装のCBRが設定可能

・路床改良方法として石灰安定処理工を採用しコストを縮減。

（２）舗装構成の見直し

５．コスト縮減
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■費用および便益算定の前提
基準年次 ：平成２９年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

●道路整備に要する事業費
●道路維持管理に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

６．事業投資効果

（１）費用便益比の算定方法

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ
平成２０年１１月
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

12



【事業全体】

【残事業】

基準年：平成29年度

注１）便益・費用については、基準年（平成29年度）における現在価値化した後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする（維持管理費を除く）。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

212億円 56億円 5億円 273億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

1.9
141億円 4.6億円 146億円

（２）費用便益比の算定結果

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

151億円 19億円 2億円 172億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

11.0
14億円 1.3億円 16億円

６．事業投資効果
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７．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す。

理 由

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１．９』

○整備効果

・通過交通と地域内交通の適切な機能分担による交通の円滑化

・交通混雑緩和による安全性の向上

・移動時間の短縮や定時性の確保による物流効率化

・商圏域の拡大による地域の活性化
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